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国際空中生物学会，過去と現在

豊国秀夫*

Tbe International Association for Aerobiology， Its Past and Present 

Hideo TOYOKUNIネ

空中に浮遊する花粉や胞子の中には，花粉症(poll i- Groupの主催で聞かれ，その議事録は1971年9月に"US

nosis の原因，すなわちアレルギー源(allergen)と /IBP Aerobiology HandbookNo.l"として出版された

なるものもす〈なくな<..ヨーロッパでは19世紀末に既 (第l図)。会長のベニンホフ博土は，アン(Anne )夫

に知られていた。日本では，空中花粉の研究は欧米に〈
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らべて非常に遅れていた乙とは確かであるが乙;.25年位

の聞に，花粉・胞子がアレルギー源となる乙とが認識さ

れて，それに関する研究報告も多数発表されて来ている UNITED STATES NATIONAL COMMITTEE 

(豊国 1979)0 1978年には，長野準・勝田満江・信太

隆夫3氏の篇になる「日本列島の空中花粉」が出版され，

日本列島における空中花粉の飛散状況が，大ざっぱでは

あるが明らかになり.やっと諸外国の仲間入りができる

ようになった。

しかし，米国では何十年も前から花粉の飛散状況を図

示した花粉地図(pollen map )が作製され，新聞，ラ

ジオ，テレビなどで花粉情報が出されて来たのに.日本

では環境モニタリングという立場での空中花粉・胞子飛

散状況の調査は，行政レベルで・は非常に遅れていて，未

だほとんど手をつけられていない。幸い東京都は最近，

花粉学の専門家K，乙ういう花粉関係の諸外国における

資料の調査を依頼したようであるから.間もな〈勝作並

lζ花粉情報が出される乙とになるだろうし，地方自治体

もこれに右習いして.花粉・胞子飛散状況のモニタリン

グを行うようになる乙とを期待する。

乙の小文では.国際的な立場で研究活動範囲の主要な

ものにaeroallergenを置いている国際空中生物学会

(The Internat ional Associat ion for Aerobiology) 

の御紹介をしたい。

国際空中生物学会の前身は， u S/ 1 B P Aerobiology 
Programであり，米国での IBPの事業の一環として，

ミシガン大学教授のベニンホフ(W.S. BenninghoH)博

士が座長としてスタートしたのは1966年である。 1968年

κは，乙れを国際的事業に拡大させて Aerobiology
InternationalWorking Group を組織し，ベニンホフ

教授が会長(president )に就任された。 1970年の6月

には，"AerobiologyObjectiv官sin Atmospheric Mo-

nitoring"というテーマで国際会議が， ζの Working
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図1. US/IBP Aerobiology Program Handbook 
No.1の表紙

人(夫人も植物生態学者)と共に，お二人の私費出版に

近い形で，1970年から"1BP Aerobiology Newsl et ter" 

を出し始め，空中花粉・胞子についての国際的な情報交

換をされるようになった。

1974年9月11日，オランターのDenHaagで第1回国際

生態学会が開催された際に， The Internat ional Asso-

ciation for Aerobiologyの設立総会が開かれて，今迄

の WorkingGroup から「圃際学会J fL.成長したの
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である(第2図)。
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図2. 国際学会としての設立総会の記事が載ってい
るNewsletter 第14号(1974年12月刊)

国際学会として発足する迄，会長として面倒を見て ζ

られたミシヵーン大学のベニンホフ教授は，乙』で会長職

をスウェーデンのストックホルムにある自然史博物館の

花粉研究所(Swedish Museum of Natural History 

Palynological Laboratory )の所長であるニルスン(

S. Nilsson )博士にバトンタッチされた。ニルスン博

士は.1981年11月に日本花粉学会の招きで来日された事

があるが.1982年迄会長をされた。国際学会になってか

らは. Newsletterも "International Aerobiology 

Newsletter" と改められ.1975年にぬ1が，昨19841手

10月にはぬ21が発刊されている(第3図)。乙の学会

の国際会議は，私は未だ出席した事はないが，過去に2

回聞かれている。第 1回は1978年に西ドイツのミュンへ

ンで，第2回目は1982年に米国のシアトJレで開催された。

第3回目は来年(1986年)8月にスイスのバーゼ‘ルで聞

かれる予定である。

1983年からは，ニルスン博士の会長任期桶了にともな

い，米国ワシントン大学の教授ルイス (W.H.Lewis) 
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図3. International Aerobiology Newsletter 
No.21の表紙

博士が会長職を引きつがれて現在に至っている。会員数

も次第に増加して行ったので，今年(1985年)からは，

花粉学の国際雑誌の一つであり，スカンヅナビア花粉学

会(Collegium Palynologicum Scandinavicum)の会

誌である吠Grana"を国際空中生物学会の準会誌とし.

会員は割引価額で Granaの購読ができるようになった。

同じ国際雑誌でも，フランスで出版されている“ Pollen

et Spores"には空中花粉関係の論文はほとんど載らな

いが， ζのGranaには. “an international journal 

of Palynology and Aerobiology" とL、うサブタイト

ルがついているだけあって，空中花粉・胞子関係の論文

が多い。国際学会として発足した当初は，日本人会員は

わずか4名であった。最近次第に増えつhはあるが，一

般に余り良〈知られていない学会のせいもあって，空中

花粉に興味を持っておられでも入会されていない方が多

い様で，乙の学会に入会して Granaを購読すると.Gr-

ana単独を購読するよりも安くなるはずであるから，乙

の学会を育てるためにも多数の方が入会されるとよいと

願っている。
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